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（１） 第193号 平成27年（2015年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高
齢
者
な
ど
の
交
流
活
動
を
促

進
し
、
介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
温
浴
施
設
に
お
い
て
『
お
出
か

け
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
緑
が
鮮
や
か
な
こ
の
日
は
、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
九
頭
竜
に
お
い

て
開
催
し
、
午
前
中
は
介
護
予
防
教
室
を
行
い
、
昼
食
後
は
、
入

浴
を
楽
し
む
な
ど
参
加
者
は
思
い
思
い
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
、
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～お出かけほっとサロン～

温浴施設で、

ほっと一息



（２）第193号平成27年（2015年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り



（３） 第193号 平成27年（2015年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り
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平成27年度

　平成17年11月に旧和泉村社会福祉協議会と合併
した大野市社会福祉協議会は、本年で10年を迎えま
す。この間、住民による福祉のまちづくりを活動の
軸として推進する一方、介護保険通所介護事業、放
課後等デイサービス事業、障害者計画相談事業など
新たに取り組んだ事業も順調に推移しており今日に
至っています。
　平成27年度は、本協議会の活動の指針となる「第
三次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画」が最
終年度を迎えるため、これまでの取り組みの評価と
その検証に基づく第四次の地域福祉活動計画の策定
を行うこととし、地域住民や行政、関係機関・団体
との協働と連携をより強化し、「地域の福祉力」が確
立されるよう次のところに力点を置いて地域福祉の
推進に取り組んでまいります。
　法人運営部門では、本協議会の会計基準を本年度
当初予算から新会計基準へ移行し、より透明性のあ

１．組織基盤を強化し、安定した法人運営に努めます。
　　　　　○新会計基準への対応
　　　　　○社協職員としての能力を備えた職員の育成

２．生活圏域を基盤とした住民主体の地域福祉活動を推進します。
　　　　　○第三次地域福祉活動計画の最終評価及び検証並びに第四次地域福祉活動計画の策定
　　　　　○地区社協及び福祉委員会を核とした地域福祉活動の推進
　　　　　○個人ボランティアの発掘・育成及びボランティアグループの活動支援

３．障害者や生活困窮者の自立生活支援に向けたサービスの提供を推進します。
　　　　　○日常生活自立支援事業による障害者への自立生活支援
　　　　　○福祉資金貸付による生活困窮者への生活支援

４．安定化した介護保険事業を継続するため、信頼され、効率の良い経営に努めます。
　　　　　○事業所単位での採算性の分析及びサービスのあり方の検討

　去る、３月27日、大野有終会館「結とぴあ」において社
会福祉法人大野市社会福祉協議会の評議員会が開催され、
本年度の事業計画及び予算が決まりました。以下、概要を
お知らせします。

る経理事務の執行に努めていきます。
　地域福祉推進部門では、例年実施している福祉ふ
れあいまつりが本年で30回の節目を迎えることと
なるため、これを記念した事業を実施し、地域福祉
への市民の関心をより一層高めることとします。ま
た、地区社協や福祉委員活動をはじめとする各ボラ
ンティア活動への支援、日常生活自立支援事業や障
害者計画相談事業等を引き続き積極的に進め、安心
して暮らすことのできる福祉のまちづくりを推進し
ます。
　介護保険部門では、平成27年４月の介護保険制度
の改正に伴い、平成29年度より介護予防が地域支援
事業に位置づけられる予定となっています。このこ
とによる本協議会の事業経営への影響は現時点では
不透明でありますが、今後の動向を的確に把握し、
利用者本位のサービスを提供してまいります。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

重 点 目 標

基 本 方 針
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大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
27
年
度
採
用
予
定
の
看
護
師

（
専
門
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

 

○
申
込
受
付
期
間

　

随
時

○
試
験
場
所

　

多
田
記
念
大
野
有
終
会
館

　

「
結
と
ぴ
あ
」
１
階　

相
談
室

○
採
用
予
定
人
員

　

１
名

○
勤
務
地

　

和
泉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
職
務
内
容

　

看
護
師

○
採
用

平
成
27
年
度
中
に
大
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
定
め
た
日
が
採
用
予

定
日
と
な
り
ま
す
。

○
受
験
資
格

学
歴
、
性
別
及
び
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師

の
取
得
者
又
は
取
得
見
込
み
者
と

し
ま
す
。

 

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
事
項
に
該
当
す
る
も
の
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

 

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

介
入
し
た
者

 

○
試
験
の
方
法

　

口
述
試
験　

20
分

○
受
験
資
格
等
の
調
査

　

受
験
資
格
の
有
無
、
申
込
書
記
載

事
項
等
の
真
否
、
そ
の
他
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

○
合
否
の
お
知
ら
せ

　

受
験
者
に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 　

そ
の
他
、
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
大
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収　支　予　算

支　出
229,136

人件費
179,137

事務費
7,822

事業費
59,227

助成金支出
4,323
貸付事業
支出 300

固定資産取得支出 565

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

支払利息
支出 154

負担金
支出 0

その他の活動による支出
3,092

拠点区分間
繰入金支出
37,881

積立資産支出
4,139

収　入
299,136

会費　6,700

補助金
33,691

受託金
38,127

拠点区分間
繰入金収入
37,881

積立資産
取崩収入等
4,745

介護保険事業収入
130,911

事業収入
426

寄附金　2,000

負担金収入
1,538

障害福祉
サービス等
事業収入
42,465

県社協受託金
4,183

貸付事業収入
516

その他収入
126

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

受取利息
配分金収入　10

（単位：千円）

（千円）

（千円）

　

社
協
会
費
や
共
同
募
金
等
の
民
間

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
財
源
と
し
て

は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度

　
専
門
職
職
員
募
集

　
の
お
知
ら
せ



　

乾
側
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
南

部
新
一
会
長
）
は
、
平
成
８
年
４
月

に
設
立
さ
れ
、
地
域
の
各
団
体
か
ら

選
出
さ
れ
た
理
事
・
評
議
員
42
人
で

構
成
さ
れ
て
い
る
、
地
域
住
民
主
体

の
福
祉
団
体
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
一
乗
ハ
イ
ツ
・
ビ

ハ
ー
ラ
大
野
納
涼
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
先
進
地
視
察
研
修
、
福

祉
・
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

の
開
催
、
80
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

歳
末
友
愛
訪
問
、
乾
側
小
学
校
の
児

童
の
み
な
さ
ん
と
の
世
代
間
交
流
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
地

区
サ
ロ
ン
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、情
報
交
換
会
を
行
い
、

集
落
ご
と
に
福
祉
マ
ッ
プ
を
作
り
、

見
守
り
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
広
く

活
用
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
起
き
て

い
る
生
活
上
の
課
題
は
、
複
雑
で
あ

る
う
え
に
多
様
化
し
て
お
り
、
一
個
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く
な
っ
た
が
、
逆
に
社
会
は
高
齢
化

や
一
人
暮
ら
し
な
ど
が
進
み
、
福
祉

的
課
題
や
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
し
て

き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
明
日
は
地

域
の
み
な
さ
ん
の
お
世
話
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
っ
さ
り
し
た
社

会
だ
が
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
福
祉
委
員
活
動
を
通
じ
て
、

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
た
り
、
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
人
は
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
や
障
害
者
だ
け
で
は
な
い
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

お
せ
っ
か
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
身
近
な
地
域
に
お
け

る
住
民
の
生
活
・
福
祉
課
題
や
困
り

ご
と
、
見
守
り
活
動
や
声
掛
け
、
相

談
対
応
し
な
が
ら
早
期
発
見
す
る
地

域
の
ア
ン
テ
ナ
役
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
、
福
祉
委
員
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

５
月
10
日
（
日
）、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

九
頭
竜
で
在
宅
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
集
い
、
在
宅
障
害
者
ふ
れ
あ

い
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
む
中
で
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
95

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
。

　

気
持
ち
よ
く
晴
れ
渡
り
、
さ
わ
や

か
な
日
差
し
が
こ
ぼ
れ
る
中
で
参
加

者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
満
喫
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
大
勢
の
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で

き
て
楽
し
い
」
と
久
し
ぶ
り
の
出
会

い
を
喜
ぶ
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
散
策
な
ど
思

い
思
い
に
大
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

人
、
一
団
体
、
一
機
関

で
取
り
組
ん
で
も
な
か

な
か
解
決
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
地
区
社

協
で
は
、
地
域
の
各
団

体
や
機
関
が
協
力
し
あ

う
場
を
作
っ
て
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

大
野
市
の
中
で
は
小

さ
な
地
区
で
あ
り
、
資

金
的
に
も
厳
し
い
で
す

が
、
他
の
地
区
に
劣
ら

な
い
事
業
を
行
い
、
知
恵
と
力
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
地
区
の
特
性
に
応

じ
た
地
域
福
祉
を
推
進
し
、
市
社
協

と
の
連
携
、
協
働
を
強
化
し
な
が
ら

「
地
域
福
祉
活
動
」を
重
視
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

乾
側
地
区
福
祉
委
員
会
（
南
部
真

澄
会
長
）
は
、
１
自
治
会
ご
と
に
１

人
配
置
さ
れ
た
８
人
の
福
祉
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
日
常
的
な
見
守
り

活
動
、
福
祉
情
報
の
伝
達
、
地
区
社

協
な
ど
の
事
業
へ
の
協
力
、そ
の
他
、

地
域
福
祉
推
進
へ
の
連
携
で
す
。

　

今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
70

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
友
愛
訪
問
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
昔
は
、
近
所
に
は
お
せ

っ
か
い
な
人
も
お
り
、
ま
た
、
何
か

あ
る
と
、
ま
る
で
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
心
配
す
る
地
域
の
人
々
も
多
か

っ
た
で
す
。
今
は
そ
ん
な
人
も
少
な

自
然
い
っ
ぱ
い
の
中
で
、

　
　
　
　
楽
し
さ
満
喫

あなたの地域を
紹介します

～
在
宅
障
害
者

　
　
ふ
れ
あ
い
広
場
開
催

～乾側地区～
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　大野市社会福祉協議会では、市民の皆様に最新の福祉情報を
配信するために、ホームページをリニューアルいたしました。
　画面を見やすくするために、配置を考慮し、どなたでも閲覧
しやすくなっております。
　また、フェイスブックでも、最新情報を配信できますので、
是非ご登録いただき、ホームページもご覧ください。
　なお、ホームページ閲覧にあたり、お気づきの点がございまし
たら、ホームページ内の【お問い合わせ】からご連絡ください。
　【ホームページアドレス】http://www.ono-shakyo.jp/

社協へクリック ～ホームページリニューアル～

あなたの暮らしの
をお手伝いします

毎日の暮らしのなかにはいろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがたくさんあります。
このような場合に、日常生活自立支援事業は、福祉サービスの利用手続きや、金銭管理のお手伝いをして、

住みなれた地域で安心して生活が送れるようサポートします。

どんな人が利用できるの？？
認知症高齢者・知的障害者・精神障害者など判断能力が不十分な方、自分ひとりで契約などの
判断をすることが不安な方、お金の管理に困っている方などが利用できます。
※ 施設や病院に入所、入院した場合でも利用できます

どんなサービスがあるの？？
福祉サービス利用の申し込み、契約手続き、日常的なお金の出し入れ、
預金通帳の預かりなどのお手伝いをします。

サービスの利用に費用はかかるの？？
相談は無料、サービスは有料です。
相談や支援計画の作成にかかる費用は無料です。福祉サービス利用
手続き、金銭管理などのサービスを利用する際は料金がかかります。

どうすればサービスが利用できるの？？
まずは下記までお問い合わせ下さい。

大野市社会福祉協議会　大野市高齢者・障害者日常生活自立支援センター
大野市天神町１−19　大野有終会館「結とぴあ内」　☎（０７７９）６５−８７７３

日常生活自立支援事業ってどんな事業なの？？

Q
A

福祉サービスを使いたいが、
どうすればいいか
わからない方

書類が届くけど、
どう手続きしたらいいか

わからない方

最近物忘れが多くて
預金通帳をどこへ保管したか

わからなくなる方

計画的にお金を
使いたいけど、

いつも迷ってしまう方

Q
A

福祉サービスを
安心して利用できるように

お手伝いします

毎日の暮らしに欠かせない、
お金の出し入れを
お手伝いします

日常生活に必要な
事務手続きの
お手伝いをします

大切な通帳や証書などを
安全な場所で
お預かりします

Q
A

Q
A

お問い合わせ先

“あんしん”

　

地
域
の
憩
い
の
場
所
「
ち
ま
た
」
は
、

今
ま
で
火
曜
・
金
曜
・
土
曜
の
週
３
回

営
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

要
望
も
あ
り
６
月
よ
り
水
曜
も
加
え
週

４
日
営
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ま
と
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
営
業
日
】
火
・
水
・
金
・
土

　
【
営
業
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

街中カフェ

「ちまた」だより
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光
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茂
子
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美
智
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子
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ル
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ュ
ア
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タ
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望
愛

越
峰
流
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み
ち
し
ば
の
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實
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洋
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牧
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子

石
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大
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市
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内
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文
子
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正

中
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人
会
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和
子

陽
明
中
学
校

有
終
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小
学
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㈲
真
栄
ガ
ラ
ス

田
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千
大

田
中　

奈
央

春
日
保
育
園

◆
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金
◆

ポ
ピ
ー
の
会　
　

５
０
，
８
９
０
円

越
峰
流
吟
舞
道
会

　
　
　
　
　
　
　

２
１
，
０
０
０
円

吉
川　

秀
夫　
　

５
０
，
０
０
０
円

ロ
ン
グ
プ
ル
換
金　

７
，
２
０
０
円

やさしくあたたかい
あなたの善意

ありがとうございました
心よりお礼を申し上げます

（順不同・敬称略）

株式会社中保屋電気商会　300万円
　次世代を担う子供たち、特に母子・父子家庭の
子どもや障害児が、将来への可能性が狭まること
のないよう、また、快適に暮らすことのできるよ
う、わずかでも役に立ちたいとの思いから、多額
の寄付をいただきました。
　大野市社会福祉協議会では、寄付者の意に沿い、
事業化してまいります。


